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亜鉛は必須微量金属元素の 1 つで、生命活動に必要不可欠な金属元素である。亜鉛は 3000 以上のタ

ンパク質の構成成分として機能し、タンパク質の構造維持や酵素の活性制御等に寄与する他、亜鉛イオ

ンとして細胞内外のシグナル伝達を担うなど、非常に多彩な機能を有する。近年、亜鉛の機能解明に資

する研究が大幅に進展し、亜鉛や亜鉛ホメオスタシスの破綻が様々な疾病と密接に関与していることも

報告されている。そのため、亜鉛や亜鉛ホメオスタシス制御に関わる因子の機能を分子レベルで明らか

にすることによって、新たな創薬ターゲットの創出、さらには亜鉛投与による疾病治療への応用に繋が

ることが期待される。 

亜鉛を対象とした研究は分子レベルから個体レベルまで幅広く、亜鉛を研究対象とする研究者の専門

分野は非常に多岐に渡る。本シンポジウムでは、生体内亜鉛の機能解明を目指した生物学的・生理学的

研究や、機能解明を支える亜鉛の分析技術の開発研究、生命科学・材料科学に資する疾病治療への応用

を目指した新規亜鉛錯体の創製研究など、分野の異なる研究を進めている大学院生 5 名が講演を行う。

専門分野の異なる研究者が、分野の垣根を越えて各々の視点から積極的に議論を交わすことによって、

亜鉛研究の新たな展開・進展を示していきたい。 


